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はしかみ議会だより （ ）

歳
入
は
、
使
用
料
及
び
手
数
料
を

減
額
し
、
国
庫
支
出
金
・
町
債
な
ど
を

追
加
。

歳
出
は
、
民
生
費
・
教
育
費
な
ど
を

減
額
し
、
総
務
費
・
消
防
費
な
ど
を

追
加
。

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
す
る
た
め
。

年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

る
被
災
者
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
、
そ
の
課
税
免
除
を

年

月

ま
で
延
長
す
る
た
め
。

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
。

事
務
所
の
位
置
を
変
更
し
、
解
散
に

お
け
る
事
務
承
継
並
び
に
決
算
の
審
査

及
び
認
定
の
方
法
を
定
め
る
た
め
。

一
人
の
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
後

任
の
委
員
を
任
命
す
る
た
め
。

地
方
税
法
及
び
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村

交
付
金
法
一
部
改
正
の
た
め
。

地
方
税
法
及
び
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村

交
付
金
法
一
部
改
正
の
た
め
。

歳
入
は
、
町
税
・
国
庫
支
出
金
な
ど
を
減

額
し
、
地
方
消
費
税
交
付
金
・
地
方
交
付
税

な
ど
を
追
加
。

歳
出
は
、
民
生
費
・
災
害
復
旧
費
な
ど
を

減
額
し
、
消
防
費
・
諸
支
出
金
な
ど
を
追
加
。

予
算
総
額
を

億

万
円
と
し
た
。

国
民
健
康
保
険

万

千
円

漁
業
集
落
排
水
事
業

万

千
円

介
護
保
険

万

千
円

公
共
下
水
道
事
業

万

千
円

後
期
高
齢
者
医
療

万

千
円

消
費
税
は
国
分

％
と
併
せ
て
地

方
分

％
が
徴
収
さ
れ
て
お
り
、
地

方
分
の

分
の

が
都
道
府
県
に
、

残
り
の

分
の

が
市
町
村
の
人
口

（
国
勢
調
査
）
と
従
業
者
数
（
事
業

統
計
）
で
案
分
し
て
交
付
さ
れ
る
。

一
人
の
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
後

任
の
委
員
を
選
任
す
る
た
め
。

区 分 補 正 額 予 算 総 額

一 般 会 計（第 号）

特
別
会
計

漁業集落排水事業（第 号）

公共下水道事業（第 号）

億 万 千円 億 万 千円

万 千円 万 円

万 千円 億 万 千円

区 分 補 正 額 予 算 総 額

一 般 会 計（第 号）

特
別
会
計

漁業集落排水事業（第 号）

公共下水道事業（第 号）
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津波襲来（追越漁港付近）



はしかみ議会だより （ ）

少
子
高
齢
化
に
伴

い
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
の
か
か
ら
な
い

中
、
移
住
者
増
加
の
促
進
対

策
と
し
て
、
住
宅
の
新
築
や

リ
フ
ォ
ー
ム
の
需
要
を
喚
起

し
、
町
内
業
者
の
受
注
増
加

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

雇
用
対
策
に
繋
げ
る
た
め

に
も
、
町
内
に
居
住
す
る
住

民
、
登
録
業
者
を
対
象
と
し

た
産
業
活
性
化
住
宅
新
築
リ

フ
ォ
ー
ム
を
支
援
事
業
と
し

て
、
生
活
困
窮
者
の
生
活
支

援
を
し
て
い
く
の
に
、
補
助

金
制
度
の
策
定
を
し
て
は
ど

う
か
。

自
治
体
そ
の
も
の
で
生
活

支
援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

来
年
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
。

前
向
き
な
考
え
の
中
で
、
進

め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

町
が
ま
だ
ま
だ
発
展
し
て

年
度
よ
り

青
森
県
安
全
安
心

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促

進
事
業

に
よ
り
、
住
宅
を

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
県
民
に
対

し
て
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

事
業
内
容
は
、
補
助
対
象

工
事
と
し
て
、
耐
震
性
能
の

向
上
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能

の
向
上
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
性

能
の
向
上
、
克
雪
性
能
の
向

上
、
防
災
性
能
の
向
上
を
対

象
と
し
、
補
助
率
は
総
工
事

費
の

％
（
耐
震
改
修
は

％
）
補
助
限
度
額
は

万

円
（
耐
震
改
修
は

万
円
）

と
な
っ
て
い
る
。

県
よ
り
、

年
度
か
ら
の

実
施
意
向
の
打
診
が
あ
り
、

他
市
町
村
の
動
向
や
制
度
の

実
績
を
見
た
上
で
、
来
年
度

以
降
の
実
施
に
向
け
、
検
討

を
加
え
て
い
き
た
い
。

町
と
し
て
ど
こ
ま
で
対
応

建設中の新築住宅（ 月上旬撮影）

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

住
宅
支
援
に
よ
り
、
住
環
境

の
整
備
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
少
し
で
も
町
民
の
生
活

が
安
定
す
る
よ
う
、
そ
の
一

助
に
な
れ
ば
と
思
う
。

可
能
な
の
か
併
せ
て
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。



（ ） はしかみ議会だより

日
本
各
地
で
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
・
拡
大
を
目
的
に
、

太
陽
光
発
電
・
風
力
発
電
・

地
熱
発
電
な
ど
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
必
要
性
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力

全
量
買
い
取
り
制
度
を
、

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と
発

表
し
た
。

電
力
会
社
が
固
定
価
格
で

買
い
取
る
こ
と
を
義
務
付
け
、

時

円
（
税
込
）
で
、

買
取
期
間
を

年
間
と
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
を
促
す
と
し
て
い
る
。

売
電
事
業
を
町
が
主
体
と

な
り
、
産
・
官
・
学
の
連
携

に
よ
り
事
業
の
推
進
を
図
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

自
ら
が
利
益
の
あ
る
事
業

に
参
入
し
、
得
ら
れ
る
利
益

を
、
社
会
福
祉
事
業
や
農
産

物
加
工
事
業
、
シ
ル
バ
ー
人

材
事
業
な
ど
に
充
て
る
こ
と

で
、
町
の
雇
用
創
出
に
つ
な

が
る
も
の
と
思
う
が
。

是
非
、
率
先
し
て
こ
の
事

町
内
で
は

青
森

ポ
ー
ト
リ
ー

社
も

参
入
を
表
明
し
て
い

こ
れ
か
ら
始

ま
る
制
度
で
、
事
例

の
無
い
、
い
ろ
ん
な

ハ
ー
ド
ル
が
出
て
く
る
。
ど

う
い
う
課
題
が
あ
る
か
と
い

う
こ
と
も
含
め
、
自
治
体
が

関
与
で
き
る
部
分
は
ど
う

い
っ
た
の
が
あ
る
か
、
産
・

官
・
学
の
連
携
を
し
な
が
ら
、

方
策
に
つ
い
て
も
勉
強
し
て

い
き
た
い
。

国
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
等
導
入
促
進
支

援
対
策
事
業
の
補
助
対
象
事

業
に
取
り
組
ん
で
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
発
電
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す

べ
き
だ
。

る
。新

郷
村
で
は
、
風
力
発
電

の
計
画
が
あ
り
、
東
京
の
業

者
で
行
う
と
発
表
さ
れ
た
。

電
力
全
量
買
い
取
り
制
度

は
確
実
に
利
益
を
も
た
ら
す

と
い
う
こ
と
で
、
増
え
続
け

て
い
る
。

、

の
設
備
を

す
る
に
は
、
約

、

坪
の
土
地
が
必
要
。
町
に
は

可
能
な
土
地
が
、
探
せ
ば
有

る
と
思
う
。

第
三
セ
ク
タ
ー
や
指
定
管

理
者
制
度
な
ど
の
方
法
も
あ

る
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
町
が
、
こ
の
こ

と
に
向
か
っ
て
研
究
を
し
、

進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

業
者
は
、
民
間
事
業
者
・
非

営
利
民
間
団
体
・
地
方
公
共

団
体
な
ど
で
、
発
電
設
備
は

分
の

、
蓄
電
池
や
送
電

線
は

分
の

以
内
の
補
助

と
な
っ
て
い
る
。

年
度
は
税
抜
き

円
で

年
間
の
買
い
取
り
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
来
年
度
以
降

は
毎
年
度
、
調
達
価
格
等
算

定
委
員
会
の
意
見
を
尊
重
し

買
取
価
格
と
期
間
が
設
定
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

電
気
利
用
者
は
、
電
気
料

金
と
合
わ
せ
て
賦
課
金
を
払

う
こ
と
に
な
る
。

土
地
の
確
保
と
巨
額
の
資

金
が
必
要
な
事
業
で
、
県
内

企
業
は
二
の
足
を
踏
ん
で
い

る
状
態
。

現
在
、
近
隣
自
治
体
で
直

接
関
わ
っ
て
い
る
所
は
無
く
、

新
制
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

総
合
的
な
視
点
か
ら
情
報
を

得
、
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
、
町
が
参
入
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
を

含
め
、
十
分
検
討
し
た
い
。

道
の
駅
は
し
か
み
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
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少
子
化
に
よ
り
人

口
減
少
が
続
い
た
場

合
、
ま
た
学
校
再
編

少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

婚
活
支
援
条
例
を
制
定
す
べ

き
と
考
え
る
。

行
政
が
、
ど
こ
ま
で
個
人

的
な
部
分
に
踏
み
込
ん
で
い

い
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る

こ
う
い
っ
た

課
題
に
対
し
て
、

年
度
か
ら
、

幸
せ

の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
事
業

を
立
ち
上
げ
、
皆
様
か
ら
ご

協
力
い
た
だ
き
積
極
的
に
展

開
し
ま
し
た
が
、
婚
姻
ま
で

至
っ
た
ケ
ー
ス
は
少
な
く
、

年
度
で
事
業
を
終
了
し
た

経
緯
が
あ
り
、
町
単
独
の
事

業
で
は
限
界
を
感
じ
て
い
る
。

一
方
、
県
は
昨
年

月
か

ら

あ
お
も
り
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
事
業

に
取
り
組
み

始
め
た
。

町
も

あ
お
も
り
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
事
業

を
積
極
的

に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。今

後
の
町
独
自
の
取
り
組

み
は
、
町
内
の
事
業
所
や
産

業
関
係
、
企
業
や
大
学
な
ど

の
協
賛
団
体
と
し
て
の
連
携

を
呼
び
か
け
、
町
内
の
イ
ベ

ン
ト
や
施
設
を
利
用
し
た
出

会
い
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

結
婚
推
進
員
・
婚
活
支
援

条
例
は

あ
お
も
り
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
事
業

を
活
用
し
、

縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登

が
、
婚
活
支
援
す
る
こ
と
で
、

町
で
の
結
婚
・
定
住
促
進
・

地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
と

思
う
。

町
内
外
の
独
身
者
を
対
象

に
、
本
人
・
家
族
の
了
解
を

得
て
登
録
制
と
し
、
こ
の
条

例
の
最
大
の
特
徴

結
婚
推

進
員

を
町
長
か
ら
委
嘱
し

て
も
ら
い
、
目
的
達
成
の
た

め
労
を
と
っ
て
い
た
だ
く
も

の
。

い
く
ら
多

様
な
生
き
方
を
選
択

で
き
る
と
は
い
え
、

親
と
し
て
は
子
ど
も
が
結
婚

し
、
家
庭
を
築
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
と
思
う
。

結
婚
を
希
望
し
て
い
る
方

が
、
早
く
結
婚
し
子
供
を
産

み
育
て
、
豊
か
に
生
活
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
が
無

い
方
、
積
極
的
に
行
動
に
移

す
こ
と
の
で
き
な
い
方
の
た

め
に
、
周
り
の
人
が
心
に
か

け
、
支
援
す
る
こ
と
も
必
要

で
大
切
だ
と
思
う
。

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
が
で
き
る
か
考
え
、
取
り

組
ん
で
い
く
の
が
い
い
と
思

う
。

録
や
未
婚
者
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

し
な

が
ら
、
活
動
状
況
や
他
自
治

体
の
事
例
も
参
考
に
し
、
制

定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、

大
変
危
惧
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

少
子
化

に
歯
止
め

を
か
け
独

身
生
活
に

ピ
リ
オ
ド

を
打
つ
た

め
に
も
、

婚
活
支
援

条
例
を
制

定
す
べ
き

と
考
え
る

が
。
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本
年

月

日
よ

り
、
新
た
に

種
類

の
サ
ー
ビ
ス
が
追
加

さ
れ
た
。

新
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、

号
会
員

福
祉
安
心
電
話

サ
ー
ビ
ス

号
会
員

安

心
電
話
お
げ
ん
き
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス

号
会
員

お

げ
ん
き
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

号
会
員

お
げ
ん
き
み
ま

も
り
サ
ー
ビ
ス

で
、
利
用

さ
れ
る
方
が
選
択
し
入
会
す

る
。従

来
の
福
祉
安
心
電
話
は
、

現
在
の

号
会
員
の
サ
ー
ビ

ス
で
、
月
額
会
費

、

円
の
内
、
町
か
ら

円
を
委
託
金
と
し
て
助
成
し
、

加
入
者
負
担
は

円
。

新
サ
ー
ビ
ス
の
月
額
会
費

は
、

号
会
員

、

円
、

号
会
員

、

円
、

号
会
員

、

円
と
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は

大
き
な
負
担
で
あ
る
。

福
祉
安
心
電

話
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、

町
で
は
緊
急
通
報
体

号
会
員
の
端
末
機
設
置

費
用
に
つ
い
て
も
、

号
会

員
同
様
の
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
を
目
指
す
た
め
に
も
、

町
か
ら
の
支
援
が
是
非
必
要

で
あ
り
、
前
向
き
な
検
討
を

し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
高
齢
者
で
な
く
て

も
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
、

障
害
な
ど
を
持
つ
方
も
県
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
が
必
要

と
認
め
れ
ば
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
。

こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
皆

さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
サ
ー

ビ
ス
に
な
る
よ
う
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
の
連
携
を
密
に

し
、
町
と
し
て
の
対
応
を
し

て
ほ
し
い
。

制
等
整
備
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
る
も
の
。

本
年

月
か
ら
、
高
齢
者

の
自
己
発
信
を
基
本
と
し
た

つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
追
加
さ

れ
、
新
た
な
見
守
り
シ
ス
テ

ム
と
し
て
拡
充
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

活
用
に
つ
い
て
は
、
広
報

月
号
で
全
町
に

。
さ

ら
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
・

民
生
委
員
・
ほ
の
ぼ
の
交
流

協
力
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
高
齢
者
へ
個
別
に
説
明

し
、
理
解
し
て
い
た
だ
い
た

上
で
、
普
及
し
て
い
く
予
定
。

新
サ
ー
ビ
ス
加
入
者
負
担

額
は
、
低
所
得
世
帯
に
配
慮

し
た
負
担
額
を
早
急
に
検
討

し
、
設
置
希
望
者
に
対
し
導

入
を
進
め
て
い
き
た
い
。

町
に
住
む
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
、
孤
独
死
の
未
然

防
止
や
地
域
に
お
け
る
孤
立

予
防
に
繋
が
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

県
あ
る
い
は
町
の
社
会
福

祉
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て

進
め
て
お
り
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

世
帯
そ
し
て
生
活
状
況
に
合

わ
せ
た

号
か
ら

号
会
員

の
区
分
に
沿
い
、
で
き
る
だ

け
要
望
に
応
え
る
形
で
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

当
然
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
十
分
な
連
携
、
密
な
連
携

を
取
っ
て
い
き
た
い
。

サービスに加入し端末機を設置した福田茂さん（駅前地区）
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光
ケ
ー

ブ
ル
設
置
工
事
と
同
年
度

内
完
成
予
定
で
、
運
用
開

始
は

年
度
初
期
を
予
定
。

高
機
能
監
視
カ
メ
ラ
は
、

度
方
向
を

町
の
町
道
整
備

で
整
備
で
き
な
い
部
分
を
、

各
町
内
会
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
地
区
計
画
な
ど
で
検
討

し
、
整
備
し
て
き
た
。

後
期
計
画
に
向
け
、
今
年

度
が
見
直
し
の
年
。
新
た
な

整
備
の
要
望
な
ど
が
あ
れ
ば
、

検
討
し
て
い
く
。

月
定
例
会
の
議
案
の
中
か
ら
、

質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
は
、
機
能

性
は
若
干
低
く
、
パ
ソ
コ

ン
上
で
操
作
し
な
が
ら
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
画

像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

防
災
無
線
あ
る
い
は
消
防

団
な
ど
に
よ
り
、
注
意
喚

起
や
避
難
喚
起
を
行
い
、

併
せ
て
海
上
の
状
況
は
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
画
面
に

よ
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
使
用
で
き
る
開
始
時

期
は
、

年
度
第

四
半

期
ご
ろ
の
予
定
。
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会 費

会 費

会 費

月 日

月 日

月 日

八戸地区消防連絡協議
会観閲式

町消防団幹部歓送迎会

第 回よみがえる廃校
全国サミット交流会

円

円

円

会 費

会 費

会 費

月 日

月 日

月 日

八戸地区連合防犯協会
定時総会

町文化協会総合文化展

石鉢小学校創立百周年
記念式典及び祝賀会

円

円

円
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祝 金

祝 金

祝 金

祝 金

祝 金

祝 金

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

町連合婦人会総会

町連合 定期総会

町民生委員児童委員協
議会定時総会

町老人クラブ連合会定
期総会

町消防団 会総会

町文化協会総会及び文
化功労賞受賞者合同祝
賀式典

円

円

円

円

円

円

祝 金

祝 金

祝 金

祝 金

祝 金

祝 金

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

町商工会通常総会

町身体障害者福祉会総
会

町南部芸能協会定期総
会

いちご煮祭り 東京
第 回ふるさとはし
かみ会定期総会

青森銀行階上支店開店
周年記念パーティー

町遺族会総会

円

円

円

円

円

円
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はしかみ議会だよりは 部作成し、印刷経費は 部当たり 円です。

今月号は、議員参加行事の概要や用語
の説明なども掲載しました。 もっとこ
うした方がよい！ これは何のこと？
など、皆様からのご意見・ご感想を参考
に、より分かりやすくお伝えできるよう
にしていきたいと思います。皆様からの
ご意見・ご感想をお待ちしております。

講師 総務省地域力創造グループ地域自立応援課
課長 牧 慎太郎 氏

演題 定住自立圏構想の推進について

講師 時事通信社
解説委員 田崎 史郎 氏

演題 これからの政局・政治のゆくえ

議員研修で講演を聴く議員

八戸圏域水道企業団による説明のようす

熱心に講演を聴く議員




